
本誌では3回にわたって建設業界における「担い手の確保と育成」をテーマに、
「就業」「教育」「女性の活躍推進」の現状について考察してきた。
今回は、テーマの締めくくりとして、技能者の就業履歴や資格を蓄積、「見える化」し、
その能力に見合った処遇の確立を目指す「建設キャリアアップシステム」をレポートする。
建設業を担う人材の確保と育成、
ひいてはわが国建設業の「未来」を担う仕組みが動き出そうとしている。

 「技能の見える化」で技能者の
処遇確立と資質向上を目指す

確保と育成建設業界 担い手の特 集 第4回

建設キャリア
アップシステム
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報
告

　

今
年
四
月
、
国
土
交
通
省
が
主
導
し
、

学
識
経
験
者
や
主
要
な
建
設
業
団
体
の

参
加
す
る
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
官
民
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
は
、
建
設
業
界
で
働
く
技

能
者
の
保
有
資
格
な
ど
の
情
報
や
就
業

実
績
な
ど
を
、
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
に

則
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
す
る

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

起
す
る
契
機
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　

情
報
を
閲
覧
で
き
る
の
は
技
能
者
本

人
と
所
属
企
業
の
事
業
者
、
稼
働
す
る

現
場
の
元
請
企
業
と
上
位
下
請
企
業
。

企
業
側
は
技
能
者
の
キ
ャ
リ
ア
と
ス
キ

ル
を
把
握
で
き
、
煩
雑
な
確
認
作
業
や

書
類
作
成
な
ど
も
迅
速
に
行
え
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
技
能
者
と
所
属
す
る

事
業
者
が
同
意
す
る
範
囲
内
で
、
シ
ス

テ
ム
に
登
録
し
た
他
の
建
設
事
業
者
も

閲
覧
可
能
と
し
、
業
界
内
で
横
断
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
情
報
の
共
有
、
体
系

化
を
図
る
。

　

今
年
四
月
に
は
、
官
民
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
で
の
合
意
に
基
づ
き
、（
一
財
）
建

設
業
振
興
基
金
に
開
発
準
備
室
が
設
置

さ
れ
た
。
日
建
連
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
団
体
、
産
官
学
が
連
携
す
る
シ
ス
テ

ム
開
発
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。
シ
ス
テ
ム
の
要
件
、
運
用
に

必
要
な
業
務
の
詳
細
の
検
討
、
開
発
運

営
費
用
の
試
算
を
行
い
、
開
発
業
務
を

軌
道
に
乗
せ
る
。
本
格
運
用
開
始
の
目

標
は
来
年
の
八
月
。
そ
の
一
年
後
に
約

と
び
職
、
鉄
筋
工
と
い
っ
た
建
設
業
の

根
幹
を
担
う
技
能
者
の
「
技
」
と
「
力
」

を「
見
え
る
化
」す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

技
能
者
に
Ｉ
Ｄ（
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｉ
Ｄ
番

号
）
を
付
与
し
、
基
本
的
な
本
人
情
報

に
加
え
、
保
有
す
る
資
格
や
社
会
保
険

の
加
入
状
況
、
さ
ら
に
就
労
経
験
を
蓄

積
。
該
当
者
に
は
資
格
や
ス
キ
ル
に
応

じ
て
色
分
け
し
た
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
そ

の
技
能
を
適
切
に
評
価
、
処
遇
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
仕
組
み
だ
。
登
録

基
幹
技
能
者
な
ど
上
位
ク
ラ
ス
を
目
指

す
自
己
研
鑽
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚

一
〇
〇
万
人
、
五
年
後
に
は
全
技
能
者

約
三
四
〇
万
人
の
登
録
を
目
指
す
。

　

五
月
の
開
発
準
備
室
の
始
動
に
際
し

「
本
当
の
意
味
で
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に

入
っ
た
。
取
り
巻
く
状
況
が
変
わ
ろ
う

と
も
建
設
業
が
『
人
』
で
成
り
立
つ
産

業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
を

支
え
る
ひ
と
つ
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
」

と
語
る
の
は
国
土
交
通
省
の
谷
脇
暁
土

地
・
建
設
産
業
局
長
だ
。
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

改
め
て
お
話
を
伺
っ
た
。「
技
能
者
の

キ
ャ
リ
ア
、
ス
キ
ル
を
蓄
積
す
る
シ
ス

テ
ム
を
、
建
設
業
界
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
は
か
な

り
昔
か
ら
あ
っ
た
ん
で
す
。
最
大
の
目

的
は
『
人
材
の
確
保
・
育
成
』
で
す
」。

建
設
業
界
に
お
け
る
技
能
者
の
数
は
平

成
九
年
の
四
五
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、

現
在
約
三
四
三
万
人
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
年
齢
別
構
成
で
は
五
五
歳
以
上
が

約
三
割
を
占
め
、
二
九
歳
以
下
の
若
手

は
約
一
割
に
と
ど
ま
る
。
数
字
が
裏
付

う
し
た
不
文
律
が
な
か
っ
た
か
。
確
か

に
足
場
の
組
み
立
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
状
態
な
ど
、
仕
事
の
精
度
や
完
成
度

は
、
個
人
の
鍛
錬
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
一
面
も
あ
る
。
挑
戦
と
失
敗
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
職
人
気
質

を
身
に
ま
と
っ
て
い
く
。
そ
の
習
熟
度

が
一
つ
の
物
差
し
で
測
ら
れ
「
資
格
」

と
し
て
結
実
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
系

統
立
て
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
は
決

し
て
多
く
な
い
。
個
人
の
経
験
や
ス
キ

ル
は
「
潜
在
能
力
」
に
と
ど
ま
り
、
客

観
的
な
評
価
に
結
び
付
き
に
く
い
と
い

う
現
実
が
あ
る
。

け
る
よ
う
に
高
齢
化
と
若
手
比
率
の
低

下
が
顕
著
だ
。「
近
年
は
仕
事
も
増
え
、

各
種
取
組
み
の
成
果
も
あ
っ
て
若
者
の

入
職
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

今
後
の
高
齢
者
の
大
量
離
職
は
止
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
建
設
業
が
担
っ

て
い
る
役
割
、
つ
ま
り
社
会
資
本
の
整

備
、
防
災
や
減
災
、
住
宅
供
給
と
い
っ

た
使
命
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

国
民
の
安
全
安
心
や
暮
ら
し
に
直
結
す

る
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
る
技
能
者
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
家
的
重
要

事
項
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。
そ
の
た

め
に
技
能
者
個
人
の
技
能
や
経
歴
を
正

し
く
評
価
し
、
適
切
な
処
遇
に
反
映
す

る
仕
組
み
は
必
須
だ
と
谷
脇
局
長
は
話

す
。

　

建
設
現
場
に
お
け
る
「
技
能
」
と
は

日
々
の
自
己
研
鑽
と
、
親
方
、
先
輩
た

ち
の
技
術
を
間
近
で
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
磨
か
れ
て
い
く
。
建
設
業
界
に
は
そ

技
能
者
の「
力
」を

「
見
え
る
化
」す
る

さ
ら
に
魅
力
的
な

建
設
業
界
を
目
指
し
て

建
設
産
業
の

基
盤
を
強
化
す
る

　

谷
脇
局
長
は
そ
う
し
た
状
況
を
打
破

し
た
い
と
、
こ
う
語
る
。「
以
前
の
よ
う

に
『
俺
に
つ
い
て
こ
い
』
と
い
う
親
方

の
背
中
を
追
い
な
が
ら
頑
張
る
、
そ
う

い
う
姿
勢
も
大
切
な
の
で
す
が
、
最
近

の
若
者
の
気
質
に
照
ら
す
と
そ
れ
だ
け

で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
そ
の
長
い
経
験

を
通
し
て
得
ら
れ
た
技
能
を
客
観
的
、

統
一
的
に
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

な
の
で
す
。
自
分
が
頑
張
っ
て
き
た
、

働
い
て
き
た
道
程
が
蓄
積
、
顕
在
化
さ

れ
て
評
価
に
つ
な
が
る
。
そ
う
す
れ
ば

建
設
業
は
さ
ら
に
魅
力
的
な
業
界
に
な

る
と
思
う
ん
で
す
」。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、

建
設
業
界
の

さ
ら
な
る
魅
力
に

つ
な
が
る
。

国土交通省　
土地・建設産業局長

谷脇 暁 
Satoru Taniwaki

建設キャリアアップシステムの
相関図

建設キャリアアップシステム開発準備推進室

システムの開発・推進の取組みを総括する。

国土交通省

提
案

建設キャリアアップシステム
の構築に向けた
官民コンソーシアム

建設業団体、学識経験者、
行政などが一同に会して、
建設キャリアアップシステム
の構築に向けた議論を行う。

建設キャリアアップ
システム推進本部

2015年6月に設置。ゼネ
コン（総合建設業）の実務経
験で培った知見を提供し、
システムの整備を推進する。

（一社）日本建設業連合会

参画

建設キャリアアップシステム
開発準備室

2016年5月に設置。システ
ムの運用手順、システムに
必要な機能要件の検討など
の専門的な業務を行う。

（一財）建設業振興基金

建設業界 担い手の確保と育成特 集 建設キャリアアップシステム
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ま
す
。
優
秀
な
技
能
を
持
つ
人
、
特
定

の
職
種
の
経
験
を
積
ん
だ
人
材
を
ど
れ

だ
け
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
う

し
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
事
業

者
間
の
健
全
な
競
争
を
促
す
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」。

　

し
か
し
、
地
方
の
ゼ
ネ
コ
ン
、
専
門

工
事
業
者
は
中
小
規
模
の
企
業
が
主
体

だ
。
そ
う
し
た
事
業
者
に
ど
う
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
に
な
る
。

シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
む
温
度
差
も

な
い
と
は
言
え
な
い
。
谷
脇
局
長
は
、

地
方
だ
と
、
会
社
も
そ
こ
に
所
属
す
る

技
能
者
も
互
い
に
地
元
で
長
く
交
流
が

あ
る
た
め
、
す
で
に
双
方
の
顔
が
見
え

て
い
る
、
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る

と
い
う
。「
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
業
界
全

体
で
構
築
す
る
意
義
を
丁
寧
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
、
関
係
者
に
意
見
を
聞

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
方

ゼ
ネ
コ
ン
や
中
小
企
業
に
と
っ
て
ど
う

い
っ
た
使
い
方
が
あ
る
の
か
、
そ
う
し

　

建
設
業
に
携
わ
る
者
は
、
一
カ
所
に

と
ど
ま
る
こ
と
は
少
な
い
。
今
の
工
事

が
終
了
す
れ
ば
次
の
現
場
へ
。
技
能
者

も
動
き
続
け
る
の
が
常
だ
。
他
産
業
、

例
え
ば
製
造
業
に
お
い
て
は
、
工
場
に

勤
務
し
続
け
、
そ
こ
で
経
験
を
積
み
、

ス
キ
ル
を
磨
く
。
自
ず
と
企
業
内
で
個

人
の
努
力
や
才
能
、
実
績
を
評
価
す
る

仕
組
み
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
谷

脇
局
長
が
自
動
車
関
連
の
工
場
を
訪
れ

を
適
切
に
評
価
す
る
。
建
設
業
で
は
個

人
の
努
力
、
能
力
に
見
合
っ
た
対
価
を

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
を
見

極
め
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
た
業
界
な

の
だ
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、

労
働
力
の
確
保
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

技
能
者
個
人
の
技
能
を
顕
在
化
さ
せ

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
、同
時

に
そ
の
技
能
者
を
雇
用
す
る
専
門
工
事

業
者
の
企
業
力
の
訴
求
に
も
つ
な
が
る
。

前
述
し
た
通
り
、
シ
ス
テ
ム
内
の
情
報

は
、
同
意
が
あ
れ
ば
事
業
者
間
で
も
閲

覧
可
能
だ
。
専
門
工
事
業
者
ご
と
に
、

所
属
す
る
技
能
者
の
数
、
資
格
、
社
会

保
険
の
加
入
状
況
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
谷
脇
局
長

は
そ
の
効
果
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
、
専
門

工
事
業
者
自
体
の
力
量
を
客
観
的
に

評
価
、
判
断
で
き
る
ツ
ー
ル
で
も
あ
り

自
ら
の
技
能
を

証
明
す
る
カ
ー
ド

キ
ャ
リ
ア
の
見
え
る
化
が

ス
テ
ー
タ
ス
と
な
る

会
社
が
秘
め
る

「
力
」を
ア
ピ
ー
ル

建設業界 担い手の確保と育成特 集

建設キャリアアップシステムの概要と効果

た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
か
し
て
く
れ

た
。「
工
場
の
入
り
口
に
優
秀
な
職
員

の
氏
名
と
顔
写
真
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
例
え
ば
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
、

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
と
言
っ
た
よ
う
な
ラ

ン
ク
を
併
記
し
て
掲
示
し
て
い
る
ん
で

す
。
尊
敬
、
賞
賛
の
眼
差
し
に
浴
す
る

と
と
も
に
処
遇
も
明
ら
か
に
違
っ
て
く

る
。
個
人
の
努
力
、
そ
の
果
実
を
目
に

見
え
る
形
で
示
せ
ば
、
や
る
気
が
出
て

き
ま
す
よ
ね
」。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
こ
う
し
た
個
人
の
資
質
を
顕
在

化
、
認
知
さ
せ
る
仕
組
み
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
要
と
な
る
ツ
ー
ル

が
登
録
者
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
だ
。

自
ら
の
技
能
を
証
明
す
る
こ
の
カ
ー
ド

を
持
っ
て
現
場
に
臨
む
技
能
者
は
、
カ

ー
ド
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
や
が
て
処

遇
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
保

有
資
格
や
経
歴
に
よ
っ
て
カ
ー
ド
の
色

を
変
え
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
人
口
の
絶
対
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
か
、
人
材
の
確
保
は
他
産
業
と

の
競
争
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
勝
敗
を

決
す
る
の
は
業
界
が
放
つ
「
魅
力
」
だ
。

業
界
全
体
で
人
材
を
育
て
、
そ
の
技
能

建設キャリアアップシステム

・�現場入退場のセキュリティ管理、労務管理の
効率化
・�社会保険加入や資格情報の確認業務の効率
化への活用

現場管理の効率化
元請企業

・�受注機会の拡大のため、所属する技能者の
情報をアピール
・�就労データの蓄積による労務安全管理業務
の省力化

受注機会の拡大、
施工力と工事の品質の向上

専門工事
業者

技能・経験に関する情報を
統一のルールで蓄積

建設キャリアアップシステム

●技能者情報を登録し、
　技能を証明
技能者本人に関する情報を登録。
・�本人情報（住所、氏名、生年月
日、性別、国籍）
・�社会保険の加入状況
・�建退共手帳の有無
・�保有資格

●カードを発行し、
　技能を見える化
情報の登録にあわせ、
技能に応じて色分けし
たカードを発行。

●就業履歴を蓄積し、
　経験を証明
現場への入退場履歴を蓄積。
・�自身の就業状況の確認、証明
・�社会保険加入状況の証明や、
建退共の証紙の確認に活用

●その他の情報の登録
その他の任意情報を登録。
・�研修受講履歴
・�健康診断受診歴
・�労災保険特別加入の有無
・�緊急連絡先

現場A

現場B

現場C

ピッ！

技能者の処遇改善、成長

技能者

蓄積されたデータは利用目的に応じて
建設業界の関係者が閲覧

「建設キャリアアップシステムの構築」（H28.4「第2回建設キャリアアップシステムの構築に向けた官民コンソーシアム」資料）を元に作成
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り
シ
ス
テ
ム
開
発
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ

と
に
対
し
謝
意
を
述
べ
な
が
ら
こ
う
言

葉
を
継
い
だ
。「
建
設
業
界
に
は
積
極

的
な
登
録
、
運
用
に
ご
協
力
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
技
能
者
が
そ

の
効
果
を
実
感
で
き
る
状
況
を
速
や
か

に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

建
連
会
員
企
業
の
現
場
は
規
模
が
大
き

く
、
想
定
さ
れ
る
登
録
者
も
数
多
く
い

ま
す
。
一
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
超
え
、

現
場
を
支
え
る
技
能
者
の
確
保
・
育
成

と
い
う
業
界
全
体
の
目
標
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
構
築
の

具
体
的
な
議
論
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昨

年
の
夏
、
官
民
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
組

織
さ
れ
た
と
き
だ
。
以
降
、
技
能
者
の

就
労
履
歴
を
適
切
な
評
価
に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
試
み
が
、
国
策
と
し
て
加
速

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
座
長

を
務
め
る
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

の
野や

城し
ろ

智と
も

也な
り

教
授
に
お
聞
き
し
た
。
シ

ス
テ
ム
構
想
の
背
景
に
は
、
建
設
業
に

お
け
る
人
材
の
確
保
が
あ
っ
た
と
話
す
。

「
す
で
に
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術
分
野
の
皆
さ
ん

の
間
で
は
、
す
で
に
人
材
不
足
の
深
刻

さ
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ど
の
統
計
を
見
て
も
職
人
さ
ん
の

数
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
な
状

況
だ
っ
た
。
最
大
の
原
因
は
技
能
者
の

キ
ャ
リ
ア
が
蓄
積
さ
れ
ず
、
従
っ
て
適

切
な
評
価
、
処
遇
に
反
映
さ
れ
に
く
い
。

そ
の
た
め
、
入
職
者
、
就
労
人
口
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
窮

状
に
あ
り
ま
し
た
」。
平
成
十
九
年
、
野

城
教
授
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
共
同
し
技

能
者
の
就
労
履
歴
を
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
集
約
し
、
技
能
と
経
験
の
「
見

え
る
化
」
を
目
的
と
し
た
「
就
労
履
歴

管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
、
開
発
に
着

手
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

雛
形
が
産
声
を
あ
げ
た
瞬
間
だ
。
社
会

的
な
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
社
団

法
人
も
設
立
、
少
し
ず
つ
予
算
も
つ
き
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
な
ど
を
通
し
貴
重
な

研
究
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

　

野
城
教
授
は
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

知
見
を
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
引
き
継
ぎ
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

に
向
け
最
大
限
に
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。「
絵
に
描
い
た
モ
チ
を
現
実

の
も
の
と
す
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

国
や
日
建
連
、
業
界
の
中
に
は
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
て
情
熱
を
持
っ
て
取
り

組
む
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

そ
れ
が
昨
年
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立

た
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
耳
を
傾
け
て

い
き
ま
す
」。
こ
の
夏
以
降
も
、
職
員
が

全
国
津
々
浦
々
に
足
を
運
び
、
話
を
き

い
て
い
く
予
定
だ
と
谷
脇
局
長
は
話
し

て
く
れ
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
建
設
業
界
は

民
間
企
業
の
経
済
活
動
、
自
由
競
争
を

前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
技
術

と
経
営
に
秀
で
た
企
業
が
互
い
に
頂
点

を
目
指
す
こ
と
で
産
業
は
活
性
化
す
る
。

「
業
界
の
ル
ー
ル
、
枠
組
み
は
建
設
業

法
、
技
術
者
制
度
と
い
っ
た
形
で
国
土

交
通
省
が
用
意
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
そ
こ
で
働
く

『
人
』
の
問
題
。
今
一
番
求
め
ら
れ
て
い

る
テ
ー
マ
で
す
。
業
界
と
行
政
が
一
体

に
な
ら
な
け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
で
し

ょ
う
」
と
谷
脇
局
長
は
話
す
。
日
建
連

も
参
画
す
る
開
発
準
備
室
が
担
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
大
き
い
。

　

当
初
の
登
録
内
容
は
、
住
所
・
氏
名

と
い
っ
た
本
人
情
報
と
社
会
保
険
の
加

入
状
況
、
保
有
資
格
と
い
っ
た
必
要
最

低
限
の
項
目
に
な
る
予
定
だ
。
煩
雑
さ

を
避
け
た
ス
リ
ム
な
状
態
で
ス
タ
ー
ト

を
切
る
。「
最
初
か
ら
多
く
の
情
報
を

登
録
す
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
動
き

出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
カ
ー
ド
に
は
ま
ず
必
要
最
低
限
の

情
報
を
登
録
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

将
来
的
に
は
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
よ

う
、
段
階
を
踏
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
」
と
、
谷
脇
局
長
は
説
明
す
る
。

　

ま
ず
は
広
め
て
い
く
こ
と
が
先
決
だ
。

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
効
果
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
登

録
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の

好
循
環
を
継
続
さ
せ
た
い
。
一
度
立
ち

上
げ
た
ら
変
更
が
き
か
な
い
、
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
動
か
し
な
が
ら
、
走

り
な
が
ら
進
化
す
る
余
地
の
あ
る
シ
ス

テ
ム
な
の
だ
。
そ
の
過
程
で
他
シ
ス
テ

ム
と
の
連
動
と
い
っ
た
活
用
法
や
、
予

想
外
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

谷
脇
局
長
は
、
産
官
学
の
連
携
に
よ

業
界
を
あ
げ
た

取
組
み
を

試
行
を
繰
り
返
し

進
化
し
た
シ
ス
テ
ム

建設業界 担い手の確保と育成特 集

建設キャリアアップシステム 今後のスケジュール
平成２７年度 平成２8年度 平成２9年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

システムの意義や利用者毎のメリットについて周知
（説明会の開催等）

利用規約等の作成

情報登録の準備

システム開発

コンソーシアム作業グループを
随時開催

調達
仕様書

業務分析・業務設計
（システムの運用に必要な業務量や体制の精査）

要件定義基本計画書

・４月５日
第５回作業
グループ

開発費・運営費の
概ねの見通しの把握

第２回コンソーシアム

●�基本計画のとりまとめ
（4月19日）

●�名称の決定
●�今後のスケジュール
●�開発準備室（仮称）の設置
●�システムの周知・普及

第3回コンソーシアム
●�業務要件書・要件定義書の決定
●�開発費・運営費の決定
●�調達に向けた基本方針の合意
●�運営主体に関する合意

「建設キャリアアップシステム今後のスケジュール」（H28.4「第2回建設キャリアアップシステムの構築に向けた官民コンソーシアム」資料）を元に作成

コンソーシアム作業グループを随時開催
登録に向けた周知啓発について議論

調達

システムへの登録に向けた周知
（説明会の開催等）

試験運用 本運用

建設キャリアアップシステム

開発の進捗等に応じ、コンソーシアムを開催

システムテスト・
情報登録開始

利用マニュアル等の作成

情報登録

システムへの登録手続、利用方法の周知
（説明会の開催等）

（一社）建設業振興基金に
開発準備室を設置

国土交通省に
開発準備推進室を設置

参画
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に
結
実
し
た
。
そ
れ
は
開
発
を
始
め
て

八
年
が
経
過
し
、
深
刻
さ
が
切
実
感
を

も
っ
て
迫
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
」。

　

野
城
教
授
は
キ
ャ
リ
ア
ア
プ
シ
ス
テ

ム
が
業
界
を
変
え
る
起
爆
剤
に
な
る
と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。「
か
な
り
の
高

給
取
り
の
職
人
さ
ん
が
現
れ
る
と
思
う

け
れ
ど
、
そ
の
現
場
か
ら
逃
げ
ず
に
一

生
懸
命
仕
事
を
続
け
技
術
を
磨
い
た
そ

の
経
歴
が
次
の
現
場
の
処
遇
向
上
に
生

か
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
く

れ
ば
嬉
し
い
。
そ
の
夢
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
シ
ス
テ
ム
の
成
果
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」。
そ
れ
は
、

地
道
な
作
業
だ
と
言
い
な
が
ら
長
い
時

間
を
か
け
シ
ス
テ
ム
を
育
て
て
き
た
野

城
教
授
の
夢
で
あ
り
、
同
時
に
核
心
で

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
「
魂
」

を
入
れ
る
仕
事
は
、
当
事
者
で
あ
る
建

設
業
界
に
委
ね
ら
れ
る
。
日
建
連
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部

の
村
田
誉
之
本
部
長
は
こ
う
語
る
。

「
日
建
連
は
三
年
前
に
就
労
履
歴
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け
た
要
望
書
を

国
土
交
通
省
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

の
で
す
。
現
在
、
建
設
現
場
で
は
、
例

え
ば
溶
接
技
能
者
が
工
程
の
隘
路
に
な

る
と
い
っ
た
、
過
去
に
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
人
が
い
な
け

れ
ば
生
産
性
が
落
ち
、
時
間
と
コ
ス
ト

が
か
か
り
ま
す
。
熟
練
し
た
『
あ
の
人
』

『
あ
の
専
門
工
事
会
社
』
が
い
れ
ば
工

期
を
一
カ
月
短
縮
し
て
経
費
を
縮
減
で

き
る
。
減
ら
せ
た
経
費
と
人
件
費
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
い

ま
ま
で
は
『
あ
の
人
』
を
見
つ
け
る
手

段
が
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　

イ
ギ
リ
ス
や
韓
国
で
は
同
様
の
シ
ス

テ
ム
が
す
で
に
建
設
業
界
の
常
識
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
技
能
者
は
保
有
す

る
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
色
に
よ
っ
て
適
正
な

処
遇
を
約
束
さ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も

カ
ー
ド
を
保
持
し
な
い
も
の
は
現
場
へ

の
入
場
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
。
カ
ー
ド

は
一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。「
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
す

子
供
た
ち
も
、
イ
チ
ロ
ー
や
大
谷
と
い

っ
た
ス
タ
ー
選
手
が
い
る
か
ら
こ
そ
夢

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
苦
し
か
っ
た

準
備
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
感
謝
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
応
え
る
た

め
に
も
、
も
う
後
戻
り
で
き
な
い
と
い

う
覚
悟
で
業
界
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」。

　

開
発
準
備
室
に
は
日
建
連
か
ら
も
シ

ス
テ
ム
開
発
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が

参
画
し
て
い
る
。
会
員
企
業
で
就
労
・

安
全
に
関
わ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を
次
々

と
立
ち
上
げ
て
き
た
精
鋭
た
ち
だ
。
村

田
本
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
会
員
各
社
が

独
自
に
開
発
・
運
用
し
て
き
た
シ
ス
テ

ム
が
一
本
化
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
彼

ら
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
く
れ
る
は
ず
。
さ
ら
に
、
我
々
に

は
『
現
場
』
の
状
況
を
熟
知
し
た
強
み

が
あ
り
ま
す
。
一
年
間
で
一
〇
〇
万
人

の
登
録
に
向
け
て
、
日
建
連
会
員
企
業

が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。」
と
力
を
入
れ
る
。

　

専
門
工
事
業
者
に
は
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
、
登
録
の
費
用
や
手
間
と
い
っ

た
懸
念
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
平
成
十
七
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

『
生
産
性
の
向
上
』
に
取
り
組
む
中
、
将

来
的
に
技
能
者
の
全
体
像
が
明
確
に
な

る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

業
界
内
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
相
互
に

情
報
を
共
有
し
、
技
能
者
の
技
能
や
経

験
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
機
運
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。」
と
村

田
本
部
長
は
シ
ス
テ
ム
の
効
果
に
期
待

を
寄
せ
る
。

　

確
度
の
高
い
デ
ー
タ
を
も
と
に
技
能

者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
セ
ス
を
展
望
す
る
。
に

わ
か
職
人
で
は
な
く
本
物
の
プ
ロ
の
育

成
に
向
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
そ
の
要
と
な
る
だ
ろ
う
。「
建

設
産
業
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
る
カ
ー

ド
の
配
布
は
、
我
々
建
設
業
界
が
人
を

大
切
に
育
成
す
る
と
い
う
決
意
表
明
で

あ
り
、
こ
れ
を
携
え
て
現
場
に
臨
む
技

能
者
の
皆
さ
ん
の
『
頑
張
る
ぞ
』
と
い

う
宣
言
で
も
あ
る
の
で
す
」。

　
「
人
材・

」
は
「
人
財・

」
で
あ
る
。
そ
の

財た
か
ら

を
守
り
、
育
て
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム

が
始
動
す
る
日
も
近
い
。

さ
れ
た
、
労
務
・
安
全
衛
生
に
関
す
る

書
類
を
ネ
ッ
ト
上
で
作
成
、
提
出
で
き

る
シ
ス
テ
ム
（
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
）
の

導
入
実
績
も
あ
る
。
そ
う
し
た
知
見
を

活
か
す
と
と
も
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

技
能
者
個
人
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
界
全
体

の
協
力
体
制
は
強
固
な
も
の
に
な
る
と

確
信
し
て
い
る
。

　
「
官
民
が
『
担
い
手
確
保
・
育
成
』
と

 「
夢
」を
追
う

志
を
育
む

専
門
工
事
業
者
と
連
携
し
て

登
録
促
進
に
挑
むキャリアパスを「見える化」するCSCSカード

（Construction Skills Certification Scheme）

有する資格の適正などのデータを正確に判断すること
が難しく、混乱を招いていた。そこで英国政府が統一
的な能力評価制度を開発し、システムとして建設業界
に導入。労働者は保有するカードの色＝評価に見合っ
た処遇を得ることができ、元請企業は労働者の技能レ
ベルを一目瞭然に把握することができるようになった。
　現場への入退場管理や手続きの省力化により生産性
を向上させるとともに、建設業の死亡災害発生率も他
国と比較して低水準を維持するという効果も上げてい
る。取得にはパスポートや運転免許証の提示による厳
正な本人確認が義務付けられているため、不法労働者
の排除といった目的もある。

　イギリスでは1995年から一定の基準に基づく技能
者の技能レベルや、安全確保に必要な知識を有するこ
とを証明するCSCSカードが導入されている。カード
は、資格、技能レベルによって色が異なり13種類にラ
ンク付けされ、3〜5年ごとに再試験、更新が必要に
なる。法的な義務はないものの、これを保持しないも
のは原則として多くの建設現場に入場することができ
ない。
　かつてイギリスでは国内の複数の民間団体が技能者
に対して、個別に就業資格を付与する状況にあり、そ
の基準も多岐にわたっていた。雇用者側、求職者側双
方にとって、現場における必要なスキル、技能者が保
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